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WINDOWS版



はじめに

業務自動運用支援システム（以後、オートパイロットと記す）は、「キーボードとマウスの操作」
を登録し「スケジュール実行」することで無人でパソコンを操作し業務の自動運用を実現します。

オートパイロットは、以下の手順により運用します。

① 自動運用したい「定例的な処理」を作業として登録する。
② 目的の作業を実現するための「キーボードとマウスの操作」を定義します。
③ 作業の実行スケジュールを指定します。

【①作業一覧】 【②操作一覧】



目次

第１章 作業名の登録とスケジュール設定 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 1

第２章 キーボード・マウスを自動操作するための定義を作成 ー ー ー ー ー ー 3

第３章 操作として指定できるアクション ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 5

第４章 座標取得 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 10

第５章 繰返処理 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 11

第６章 操作の確認 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 12

第７章 操作作成の注意事項 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 13

第８章 製品仕様 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 15



第1章 作業名の登録とスケジュール設定

目的とする作業を作成・更新する方法を説明します。
オートパイロットを起動すると「作業名の一覧」が表示されます。

❶ 登録されている「作業名」が一覧で表示されます。

スケジュール実行が予定されている「作業」は赤いラインで色分けされます。
選択されている「作業」は青いラインで色分けされます。
実行時間 : 設定したスケジュール実行時間
残り時間 : スケジュールが実行されるまでの残りの時分
状態 : 開始＝スケジュール実行まで待機中　停止＝スケジュール実行停止中
※開始時は、00~999まで指定できます。
　→ 明後日の15:00に実行したい場合は、63:00と指定します。(3日間隔で15:00に実行します)
※「開始時分が空白」または「開始分が59より大きい」場合はスケジュール登録は無効になります。

❷ 「作業名」をクリックして選択すると、❷欄に表示され編集・操作することができます。

❸ 「作業」を実行させたい時間を時分で指定します。
開始ボタンでスケジュール実行が設定され、停止ボタンでスケジュール実行を停止します。
作業のいずれかがスケジュール実行が設定されている場合は、右の緑の輪が回転します。
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❹ 新しい「作業」を作成する場合にクリックします。

作業の詳細を登録する画面が表示されます。（詳細は第２章で説明）

※ 作業名はいったん「＿作業作成中＿〔下書き〕」として作成されます。

❺ ❷の欄で新しい作業名を入力後に、ボタンをクリックすると新しい作業名に
更新されます。

❻ 選択した作業を、即時に実行する場合にクリックします。

❶の「作業名」をダブルクリックしても、作業が即時実行されます。

❼ 選択した作業の「操作一覧」画面が表示されます。（詳細は第２章で説明）

❽ 当システムをタスクトレイに格納しバックグランドで動作します。

❾ 当システムを終了します。そのためスケジュール実行はされません。

◆スケジュール実行時間の１分前になると、以下の画面が表示されます。
　「実行停止」ボタンで作業の実行を停止できます。
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第2章 キーボード・マウスを自動操作するための定義を作成

作業の詳細は、複数の「キーボードとマウスの操作」から構成されます。
以下に「操作名の一覧」を示します。

❶ 「作業名」が表示されます。
ここから他の作業名を選択すると「別の作業」に遷移することができます。

❷ 作業名を削除することができます。
削除後は、「作業名の一覧」画面に戻ります。

❸ 「作業」の詳細な「操作名の一覧」です。（操作は上から順に実行されます）
操作する名称 : キーボードとマウスの「操作内容が分かる任意の名称」を指定します。（任意指定）
Ｘ座標 : ⓰の座標取得で指定したXY座標が設定されます。（詳細は第4章で説明）

Ｙ座標 : 同上
アクション : 実行するアクションを選択して指定します。（詳細は第3章で説明）
入力データ : アクションに付随する入力データを指定します。
停止 : 指定した操作の実行後に、停止する秒数を指定します。
繰り返しする「操作」は赤いラインで色分けされます。（詳細は第5章で説明）
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❸の操作名一覧から任意の操作を選択すると、この編集領域に表示されます。

★操作の編集は、この欄で行います。

❽ 新規の「操作を追加」する場合にクリックします。

最終行に追加されます。

⓰の座標取得の「NEW」ボタンでも操作は追加できます。

❾ 操作と操作の間に「操作を挿入」する場合にクリックします。

選択している操作の前に追加されます。

⓰の座標取得の「INS」ボタンでも操作は挿入できます。

➓ 選択した「操作を削除」する場合にクリックします。

⓫ 作成した操作を行単位で動作確認することができます。（詳細は第６章で説明）

⓬ 作成した「操作名」を繰り返し実行する場合に指定します。（詳細は第5章で説明）

⓭ 「操作名の一覧」の表示直後は緑の輪が回転していますが、「修正が行われた」時点で回転は停止します。

⓮ 操作の修正を保存して終了します。

新規作成で作業名が「＿作業作成中＿〔下書き〕」の場合は、以下の画面が表示されます。

新しい作業名を入力しOKをクリックしてください。

※CANCEL をクリックした場合は、作業名は「＿作業作成中＿〔下書き〕」のまま保存されます。

⓯ 操作の修正を破棄して終了します。

⓰ スコープの中心をクリックすると、❺の横縦座標が設定されます。（詳細は第4章で説明）
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第３章 操作として指定できるアクション

操作を登録する場合は、以下のアクションを選択することができます。
※新規の場合は 第２章❽の「操作を追加」してから行ってください。

3.1 マウスをクリックする

■マウスの左クリック
■マウスのダブルクリック
■マウスの右クリック

◆マウスのクリックは、座標を指定しないと動作しません。

3.2 文字を入力する

◆入力できる文字数は、最大で256文字です。
◆入力した文字列は、「操作の一覧表」に反映されますが　"********"として表示されます。
◆入力するデータ値において
　 文字列内に %DATE%  を指定すると YYYYMMDD形式の年月日に変換されます。
　 文字列内に %TIME%  を指定すると HHMMSS形式の24時間の時分秒に変換されます。

５



3.3 テキストの「複写 と 貼付」

■テキストの複写
■テキストの貼付

◆複写できるのは、テキストのみです。（画像等の複写は「3.6_ショートカットを入力する」を参照）
◆複写できるテキストは最大65536バイトです。

3.4 指定秒間は停止する

６



3.5 各種キーを入力する

◆打鍵できるキーは、必要に応じて追加できます。

3.6 ショートカットを入力する

◆使用状況によっては縦横座標の設定が不要なショートカットがあります。（第6章_テキストの部分複写を参照）
　例）Win+D(画面消去)は、画面をクリアするショートカットの為、縦横座標の設定は必要ありません。

◆Ctrl+C と Ctrl+V はテキスト以外の「複写と貼付」での使用を推奨します。
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3.7 アプリケーションを実行する

以下のコマンドを入力するとエクセルのセル単位での制御ができます。

OPENEXCEL  引数に開きたいエクセルファイル名を指定します
・存在しないファイル名の場合は新規作成されます

指定例) OPENEXCEL C:\TEMP\SAMPLE.XLSX

OPENSHEET 引数に開きたいシート名を指定します
・存在しないシート名の場合は新規作成されます

指定例) OPENSHEET SAMPLE_SHEET

GETCELL       引数に取得したいセル名を"A1"形式で指定します
・取得した値はクリップボードに格納されます

指定例) GETCELL B12

PUTCELL 引数1に設定するセル名を"A1"または"A1:B2"の形式で指定します
引数2に設定したい値を指定します

指定例) PUTCELL A1:B2 "XXYYZZ"

クリップボードの値を指定したい場合はPASTEを指定

指定例) PUTCELL A1:B2 PASTE

BORDERLINE 引数1にボーダーラインで囲むセルを"A1"または"A1:B2"の形式で
指定します
引数2に線の太さを標準線はSTANDで太線はBOLDを指定します
引数3に線の色を以下の値で指定します
・"黒","白","赤","緑","青","黄","桃","水","茶","翠","紺"

指定例) BORDERLINE A1:B2 BOLD 赤

CLOSEEXCEL エクセルを保存して終了します（引数はなし）

指定例) CLOSEEXCEL

◆実行するアプリケーションにおいて
　 文字列内に %DATE%  を指定すると YYYYMMDD形式の年月日に変換されます。
　 文字列内に %TIME%  を指定すると HHMMSS形式の24時間の時分秒に変換されます。
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エクセルの詳細な制御

 バッチファイル

 DOSコマンド　

 ホームページアドレス

 アプリケーション

 ブラウザで認識できるインターネットアドレス
 MS-Edgeが起動されます

 バッチファイル名（拡張子:BAT）

 インストールされているアプリケーションのファイル名（拡張子:EXE)
 (指定例:EXPLORER.EXE C:\TEMP)

 DOSコマンド名
 (指定例:MKDIR C:\TEMP\SAMPLE_DIR）

 実行できるアプリケーション

 MS-OFFICEファイル

 その他の文書ファイル

指定内容

 エクセル/ワード/パワーポイントなどのOFFICEファイル名

 専用ソフトウェアがインストールされている文書ファイル名
 JPG/BMP等の画像ファイルも指定可



3.8 アプリケーションの表示設定

アプリケーションの表示設定は、「3.7 アプリケーションを実行する」で起動されたアプリケーション画面の
サイズを指定された位置とサイズに固定します。（ボタンやテキストボックスを常に同じ位置にするため）

◆タイトル検索では、アプリケーションのWindowsタイトルがそのまま表示されます。
実行毎に「タイトル」が変わるような場合は、「必ず表示される」の部分名を指定してください。

例) ﾌｧｲﾙ ﾏﾈｰｼﾞｬ - [D:\*.* - [データ領域]]は ﾌｧｲﾙ ﾏﾈｰｼﾞｬ - というタイトル名を指定します。

Windowsダイアログの一覧からアプリケーションの
Windowsタイトル欄への設定方法。
・Windowsタイトルを選択して終了ボタン
・Windowsタイトルを選択してダブルクリック

◆アプリケーションの新しい画面サイズは、デフォルトで画面の右半部の上部 2/3 に位置する値が設定されます。
　必要に応じて、座標値と縦横値を変更してください。（以下に表示値と画面位置を示します）

◆画面サイズを指定する４つの値は省略できません。
　省略するとデフォルト値に補正されます。

９

960
(横座

20 (縦座標)

720 (縦高)

960

それぞれ指定した座標位
置は右図の画面表示にな

◆座標確認
指定された座標位置で、タイトル画面を表示します（表示を確認）

◆座標取得
タイトル画面をマウスによってサイズ変更した場合、新しい座標を座標位置に設定します。

（キーボードで座標位置に値を指定することなく、マウス操作のみで座標位置を設定できます）



第４章 座標取得

キーボード・マウスを自動操作の定義を作成中は、常に座標取得画面（以降:画面と記す）が表示されます。
座標取得のスコープの中心をクリックすると、その位置座標が編集領域の「横縦座標」に自動設定されます。
さらに横縦座標は「操作一覧」に自動反映されます。

◆ 画面内でクリックした座標を取得します。

◆ 座標取得のクリック後に１秒間画面が消えます。その間は「実際にその座標をクリック」することができます。

◆ NEWボタンをクリックすると、末尾に操作が新規作成されます。
◆ INSボタンをクリックすると、選択されている操作の前に操作が挿入されます。
◆ CLSボタンをクリックすると、取得した座標がクリアされます。

◆ 座標は、エスケープキーを入力することでも取得できます。

◆ 操作一覧から操作を選択すると、操作で設定した座標に画面が自動的に移動します。

◆ XY座標を手動で任意の値に編集することができます。編集後はエスケープキーを押下して座標を取得します。
画面サイズ以上の値が指定された場合は、画面のサイズに補正されます。

◆ 画面を終了してしまった場合は、10秒以内に自動的に復活しますのでお待ちください。
座標取得画面が　行方不明あるいは意図せず画面外に移動した場合は、アイコンを右クリックしてWindowsを閉じるをクリックしてください。
画面中央に再表示されます。

10



第５章 繰返処理

登録した操作は、繰返しの設定を行うことができます。

◆ 繰返しの指定は、最大で３回指定できます。
指定方法は、チェック欄をONにして開始行と終了行を指定して繰返し回数を指定します。

◆ 繰返数は、最大9999回まで指定できます。

◆ 繰返しでは以下の指定はできません。
① 開始行が終了行より大きい
② 開始行と終了行が「他の繰返し行」と重複している
③ 開始行と終了行、繰返数のいずれかが未設定

◆ 繰返し指定のある「操作」は赤いラインで色分けされます。
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第６章 操作の確認

登録した操作は、行単位でステップ実行することができます。

◆ 「操作名の一覧」のNo 欄のチェックがONの行が、「選択した操作を実行」ボタンで実行されます。

◆ 一括でNo 欄のチェックのON/OFFは「すべてのチェックをXXにする」のチェックをON/OFFします。

◆操作の実行中は、画面の左下に「実行状況が表示」されます。

強制終了ボタンで操作を中断することができます。

12



第７章 操作作成の注意事項

本章では、実際に操作を作成するにあたり注意すべき事項について説明します。
詳細は、第３章の"操作として指定できるアクション" を参照のこと

❶Windowsデスクトップ画面をクリア

オートパイロットは、キーボードとマウスを自動操作するため意図しない操作を防止する観点から
最初にWindowsデスクトップ画面をクリア（他の画面をすべて最小化）します。

❷アプリケーションを実行する

アプリケーションの実行では、第3.7章で記載した指定方法で行います。
しかし、起動する対象のアイコンをダブルクリックすることでもアプリケーションの実行はできます。
アプリケーションの起動が確実に完了する秒数を指定してください。（重要）

❸アプリケーションの表示設定

アプリケーションの表示設定は、起動した画面内の座標が毎回同じ値になるようするために行います。
表示位置を固定する為には、対象画面をタイトル検索して特定します。
画面タイトルが毎回変わるような場合は、必ず変わらない部分名に修正します。（重要）

表示画面がもともと最大化されている場合は、「アプリケーションの表示設定」が有効にならない画面があります。
その場合は、いったん「最大化の解除」を行ってから「アプリケーションの表示設定」を行う必要があります。

表示される画面内の目的とする座標を常に同じ値にするためには「画面の最大化」という方法もあります。

●操作設定の最初の部分は、基本的に以下の通りとなります。

または
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❹文書の一部のみ複写する例

メールに記載された文書の１部分を複写する場合は、①複写する文字列をダブルクリックで選択し
②CNTL+C で複写します。（座標の指定は不要）

❺エクセルのセル値を取り出して使用する例（3.7章のEXCELの制御）

エクセル PASSWORD.XLSX の PASS シートのB2 に記載されているパスワードを
クリップボードに複写して WEBメールのパスワード欄へ入力する手順を以下に示します

◆3.7章のEXCELの制御コマンドは「使い方の誤り」があると以下のメッセージが表示されます。
　 メッセージ　 　原因

Excelファイルが指定されていません OPENEXCEL に EXCELファイル名を指定していない
シート名が指定されていません OPENSHEET に シート名を指定していない 
ExcelがOpenされていません OPENEXCEL を行わずに OPENSHEET を実行した
Rangeが指定されていません GETCELL / PUTCELL にセル名を指定していない
Rangeの指定内容に誤りがあります A1 またはA1:B2 形式でないセル名が指定された
SheetがOpenされていません OPENSHEET を行わずに GETCELL / PUTCELL を実行した
その他 コマンドと引数の間が半角空白でなく全角空白である

❻オートパイロットをバッチで実行する

以下のバッチファイルを参考にしてください。

　SET DIR=C:\ExpLibFact\AutoPilot ←　インストールフォルダ
　SET GARAKU=[00]娯楽のホームページを開く ←　実行する作業名１
　SET APPLEC=[01]アイクラウドにログインする ←　実行する作業名２
　%DIR%\AutoPilotControl.exe %GARAKU% ←　作業名１を実行
　%DIR%\AutoPilotControl.exe %APPLEC% ←　作業名２を実行
　EXIT
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第８章  製品仕様

製品名 　業務自動運用支援システム　オートパイロット

　Windows7 以降のWindows　（32ビット版 と 64ビット版を提供）
動作OS 　    Windows_7 / 8 / 8.1 / 10 / 11 

　    Windows-Server2008 / 2012 / 2016 / 2019 / 2022

推奨メモリ 　２GB以上

開発環境 　Visual Studio  C++

ライセンス料 　商用利用に限り有料（個人利用は無料）
　詳細はお問い合わせください。

製品構成

特記事項 　スケジュール実行を待機している場合は、スクリーンセーバーやWindowsの自動ロックは
　解除されます。
　※スケジュール実行が定義されていない場合は、上記の限りではありません。

＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

インストール・ア
ンインストール方
法

インストールはダウンロードした「AutoPilot_x64.msi」を実行してください。
インストール画面が表示されたら画面の指示にしたがってください。

アンインストールは、コントロールパネルの「プログラムと機能」をクリックして表示された
アプリケーション一覧から「AutoPilot」を選択してダブルクリックします。

インストールフォルダ

作業名フォルダ（作業毎に作成）

操作定義ファイル（KeyRecord.def）

繰返定義ファイル（KeyRepeat.def）

オートパイロット実行モジュール

ライセンスキー (AutoPilot.key)
スケジュール定義(ExecTime.def)



あとがき

本製品は、DX実現に向けて『Expert Liblary Factory LLC』 
が提供します。

 
住所:411-0942
         静岡県駿東郡⾧泉町中土狩 557-52 エンゼルハイム三島 202号　
代表:渡辺 昌己

Email goldman@ymail.ne.jp


